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宿毛市災害ボランティアセンター運営協議会
宿毛市災害ボランティアセンター設置マニュアル

目　的
　南海地震や風水害等の大規模災害が発生した場合、その災害復旧・復興に向けて、宿毛市社会福祉協議会を中心とし、各関係機関と連携しながら「宿毛市災害ボランティアセンター」を設置・運営することが必要である。
　「宿毛市災害ボランティアセンター」は「高知県災害ボランティア活動支援マニュアル」に沿って運営するが、災害発生から「宿毛市災害ボランティアセンター」を迅速に立ち上げるまでの詳細について明記するものである。

１．大規模災害の発生

２．被災状況の確認
＊　震度５弱以上の地震が発生した時や、大規模な風水害等がもたらされた場合に、宿毛市社会福祉協議会が中心となり、宿毛市災害対策本部と緊密な連絡を取り合い、市内の被害状況を把握する。

＊　被害が多い地域に出向き、実際に現場を確認するとともに、区長・民生児童委員・自主防災組織等に被害状況やボランティアニーズ等を聴取し、被害状況を把握する。

３．災害ボランティアセンター設置の判断
＊　震度５弱以上の地震が発生したときや、大規模な風水害がもたらされた場合に、宿毛市社会福祉協議会は、宿毛市災害対策本部、宿毛青年会議所、高知県災害ボランティア活動支援本部（高知県社会福祉協議会内）と連絡を取り合い、「宿毛市災害ボランティアセンター」の設置の判断を行う。

４．災害ボランティアセンターの活動開始に向けた体制づくり
＊　災害ボランティアセンターを中心とした災害ボランティア活動は、地域住民同士による≪「いのち」を守る活動（一般的には災害発生後７２時間（３日間）以内）≫が、ある程度落ち着いた後の≪被災地域の生活復旧に関する活動≪「くらし」を助ける活動≫が主になる。

＊　被災した家屋の片付けや避難所生活の支援など、被災地の人々からのニーズに円滑に対応できるよう、災害発生後７２時間（３日間）以内の設置を目指し、災害ボランティアセンターの活動開始に向けた体制づくりを進める。

４－１．災害ボランティアセンターの設置場所の決定
＊　宿毛市社会福祉協議会は、広域的な災害を想定し、災害ボランティアセンターが被災地の災害ボランティア活動の拠点としての役割を遂行できるよう、下記の点に留意し、災害ボランティアセンターの設置場所を決定する。

　・被災地内または被災地に隣接している場所
　・被災地の人々やボランティアに分かりやすい場所
　・最低限必要と思われるスペースが確保できる場所
　・ボランティア活動を展開しやすい環境が整備されている場所
　・災害ボランティアセンター設置期間の借用が可能な場所

【設置想定場所】

○南海大地震等の津波による被害の場合
宿毛市清掃公社（宿毛市二ノ宮３８４５－１）
○局地的な水害等の場合
　　　　　　　　　　宿毛市総合社会福祉センター（宿毛市高砂４番５６号）

※　設置場所は、活動の状況などにより、移転・変更することもある。

＊　開設の決定については、宿毛市災害対策本部等との連携・協力を得るものとする。

＊　広域的な災害時には、本部機能を持つ災害ボランティアセンターが円滑に運営できるように、災害ボランティアセンターの支所機能として、「サテライト」の設置についても上記の点に留意し、随時設置場所を決定する。

４－２．関係団体等の連絡及び参集
＊　宿毛市社会福祉協議会は、災害ボランティアセンターの運営や活動に協力していただける地元の関係団体に対して、人的・物的（活動資機材等）の協力を要請する。別紙（資料１）。

＊　災害により連絡通信網の不通等で、関係機関との連絡がとれないことを想定し、「宿毛市災害ボランティアセンター関係団体緊急時連絡先一覧」を整備し、災害に備えることとする。
　また、宿毛市社会福祉協議会からの連絡がない場合も各団体から連絡を行うこととする。

＊　連絡が取れない場合には、下記の場所に参集する。
南海大地震等で津波による被害の場合・・・宿毛市清掃公社
局地的な集中豪雨等の被害の場合・・・宿毛市総合社会福祉センター

４－３．活動資機材・備品の調達と準備
＊　宿毛市社会福祉協議会は、災害ボランティアセンターの運営や活動に必要な資機材や備品の確保に努める。

①　可能な限り、宿毛市社会福祉協議会の既存の事務機器や備品を利用する。

②　不足する資機材については、協力団体や宿毛市災害対策本部・高知県災害ボランティア活動支援本部と協議・調整し、調達・確保の協力を要請する。

③　近隣の量販店等で購入するなど、柔軟に対応する。

	用途
	品　　目

	
活動資材
	ヘルメット・軍手・ゴム手袋・マスク・ゴーグル・タオル・雨合羽・長靴・スコップ・土嚢袋・一輪車・くわ・バール・ハンマー・ホース・バケツ・ブルーシート・その他

	

事務機器
事務用品
	固定電話・携帯電話・無線・コピー機・パソコン・デジタルカメラ・ラジオ・テレビ・ハンドマイク・長机・椅子・テント・延長コード・書類整理ケース・乾電池・電話帳・地図・救急箱・給水器（ジャグ）・文具（記録ノート・付箋・セロテープ・ガムテープ・模造紙・はさみ・カッター・画鋲・パンチ・ファイル等）・その他

	交通（移動）手段
	自転車・バイク・軽トラック・ワゴン車等


※宿毛市災害ボランティアセンターの運営に必要な様式等の印刷や、開設前の準備等を行う。

４－４．開設・活動開始時期の最終決定
＊　宿毛市社会福祉協議会と参集した組織との協議のうえ、下記の点に留意し開設及び活動開始時期の最終決定を行う。
　①余震や災害の情報を収集し、二次災害が起こらないような活動開始時期を設定する。

　②被災地の住民からのニーズに円滑に対応できるボランティア受け入れ体制が整備されたことを確認してから活動開始時期を決定する。

４－５．運営体制・運営ルールの決定
＊　宿毛市社会福祉協議会と参集した組織が協議して、下記のことについて運営体制及び運営ルールを決定する。

【運営体制】
＊　開設時に常駐できるものを中心にセンター長や各担当責任者・スタッフを適材適所に配置する。（「高知県災害ボランティア活動支援マニュアル」（２００８年３月）１２ページ参照）

【レイアウトの決定】
＊　開設予定場所の中で、スムーズな運営が出来るように、ボランティア受付からマッチング、活動資機材の保管場所などをどこに配置するか決定する。
（「高知県災害ボランティア活動支援マニュアル」１４ページ参照）

【運営ルールの決定】
＊　活動にあたるボランティアやスタッフの安全確保を前提に、ニーズの変化に柔軟に対応できるようなルールを決定する。（「高知県災害ボランティア活動支援マニュアル」２０ページ参照）

５．災害ボランティアセンターの開設の告知
＊　宿毛市災害ボランティアセンターを開設することを、被災地の住民やボランティア活動希望者に対し、下記の方法により告知する。

　・告知チラシを作成し、宿毛市災害対策本部・区長・民生児童委員を通じ、被災地住民に配布するほか、避難所などで直接配布する。

　・高知県ボランティア活動支援本部に連絡し、マスコミやメディアを通じた告知を依頼する。

６．災害ボランティアセンター開設・活動開始
	
≪参考≫　災害ボランティアセンターの閉所について
＊　被災状況や地域の実情を考慮し、「高知県災害ボランティア活動支援マニュアル」２１ページを参考にし、閉所について各関係団体と協議したうえで閉所する。

このマニュアルは、平成２４年１２月７日から施行する。






























